
『
雨
月
物
語
』

の

「
連
環
」

は
じ
め
に

『
雨
月
物
語
』
は
江
戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
五
巻
九
篇
の
怪
奇
小
説
か

ら
成
る
短
編
物
語
集
で
あ
る
。
作
者
は
上
田
秋
成
。
構
成
は
序
か
ら
以
下

巻
之
一
「
白
峯
」
、
「
菊
花
の
約
」
、
巻
之
二
「
浅
茅
が
宿
」
、
「
夢
応
の
鯉
魚
」
、

巻
之
三
「
仏
法
僧
」
、
「
吉
備
津
の
釜
」
、
巻
之
四
「
蛇
性
の
姪
」
、
巻
之
五

「
青
頭
巾
」
、
「
貧
福
論
」
か
ら
成
る
。

各
篇
で
は
、
人
間
と
悪
霊
の
議
論
や
、
鯉
へ
の
変
身
な
ど
、
様
々
な
怪

異
が
発
生
し
物
語
の
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
怪
異
現
象
は
全
て
独
立
し

て
お
り
、
一
見
す
る
と
『
雨
月
物
証
巴
は
九
篇
の
短
編
を
集
め
た
物
語
集

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
野
田
寿
雄
夫
氏
の
『
評
注
雨
月

物
語
全
訳
』
(
注
こ
中
の
、
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
年
は
後
に
仮
構
し

て
付
け
た
年
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
を
受
け
、
作
者
で
あ
る
秋
成
が
、

物
語
を
執
筆
し
始
め
た
年
に
演
出
を
加
え
て
拘
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
物

語
の
構
成
に
も
拘
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
興
味
を
抱
い

た
。
そ
こ
で
、
物
語
各
篇
が
成
立
し
た
順
番
通
り
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
意
図
に
沿
っ
た
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を

調
べ
る
た
め
、
高
田
衛
氏
の
研
究
(
「
連
環
」
)
を
参
照
し
つ
つ
、
物
語
全

体
の
構
成
の
意
図
を
探
る
こ
と
を
本
研
究
の
目
的
と
し
た
。

使
用
テ
ク
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
本
資
料
に
お
け
る
強

構
想
を
中
心
と
し
て

西

汐

里

田

調
・
省
略
は
西
国
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

中
村
幸
彦
高
田
衛
中
村
博
保
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
7
8

英
草
子
西
山
物
語
雨
月
物
語
春
雨
物
語
』
(
小

学

館

二

O
O
三
年
七
月
二

O
日
)

ー
、
『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
「
連
環
」
論

は
じ
め
に
九
篇
の
物
語
を
様
々
な
観
点
か
ら
考
察
し
、
各
篇
の
共
通
点
・

相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
構
成
の
意
図
を
探
る
。

円
台

υ

苛

1
よ

観
点
①
時
間
と
場
所

『
雨
月
物
語
』
で
は
実
在
の
年
号
や
地
名
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
物
語
中
の
怪
異
現
象
は
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
基
に
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
物
語
中
の
怪
異
現
象
が
発
生
し
た
と
思

わ
れ
る
時
期
を
年
表
形
式
に
ま
と
め
た
結
果
、
物
語
各
篇
が
記
載
さ
れ
て

い
る
順
番
と
物
語
中
の
怪
異
事
件
が
起
こ
っ
た
順
番
は
一
致
せ
ず
、
『
雨

月
物
語
』
は
編
年
体
で
書
か
れ
て
い
る
史
実
書
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。



観
点
②
登
場
人
物
の
関
係
性

感
情
を
も
つ
も
の
、
感
情
の
対
象
、
感
情
の
強
さ
と
内
容
を
一
覧
に
し

た
表
を
作
成
し
た
が
、
感
情
の
強
さ
と
内
容
は
、
人
に
よ
っ
て
解
釈
が
異

な
る
、
ま
た
、
こ
れ
ら
は
変
化
す
る
た
め
一
言
で
表
す
こ
と
は
で
き
な
い

な
ど
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
登
場
人
物
の
関
係
性
の
み
を

ま
と
め
、
感
情
の
変
化
と
強
さ
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
詳
し
く
考
察
を
行

う
。
登
場
人
物
の
関
係
性
の
み
に
着
目
し
て
表
に
ま
と
め
た
例
を
挙
げ
る

と
、
次
の
表
・
一
の
よ
う
に
な
る
。

表
・
一
三
者
(
感
情
を
も
つ
も
の
、
感
情
の
対
象
、
怪
異
体
験
者
)
の

関
係
ま
と
め
(
一
部
抜
粋
)

鯉言 約書花 官峯 物三五
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観
点
②
(
こ
直
接
・
間
接
・
特
殊

感
情
を
も
つ
も
の

(
A
)
、

A
の
感
情
の
対
象

(
B
)
、
怪
異
体
験
を
し

た
者

(C)
の
関
係
性
に
つ
い
て
以
下
の
規
準
を
定
め
、
そ
れ
に
従
っ
て

各
篇
を
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

規
5佐-

感
情
が
原
因
で
、
怪
異
的
存
在
へ
と
変
身
し
て
い
る

・
そ
の
感
情
の
対
象
が
、
怪
異
体
験
者
と
な
っ
て
い
る

(
B
と
C
が
一

致
す
る
)

自笠
間存11M
み|験
訟を
}し
た
者

A
f
i
l
i
-
-
B
H
C
 

-
感
情
が
原
因
で
、
怪
異
的
存
在
へ
と
変
身
し
て
い
る

・
感
情
を
も
つ
も
の

(
A
)
と
怪
異
体
験
者

(
C
)
の
面
識
が
な
く
、

感
情
の
対
象
と
怪
異
体
験
者
が
異
な
る

(
B
と

C
が
一
致
し
な
い
)

A

八
八

-
感
情
を
も
つ
も
の
が
、
怪
異
を
受
動
的
に
体
験
し
て
い
る

岡
山
、
ま
た
は
表
に
欠
如
が
あ
る(

直
接
に
も
間
接
に
も
当
て
は
ま

ら
な
い
)

怪
異

怪
異

4
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八
万
類

①
白
峯

②
菊
花
の
約

③
浅
茅
が
宿

④
夢
応
の
鯉
魚

⑤
仏
法
僧

⑥
吉
備
津
の
釜

⑦
蛇
性
の
姪

③
青
頭
巾

⑨
貧
福
論

特特直直間
殊殊接接接

特間直直
殊接接接

直
接
分
類
の
物
語
は
、
中
心
と
な
る
人
物
同
士
が
直
接
関
わ
り
合
い
感

情
に
変
化
が
起
こ
る
。
ま
た
怪
異
体
験
を
通
し
て
、
特
定
の
相
手
の
み
に

感
情
を
訴
え
か
け
る
と
い
う
分
か
り
ゃ
す
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

間
接
分
類
の
物
語
は
、
感
情
の
対
象
と
怪
異
体
験
者
が
別
に
存
在
す
る

た
め
、
倒
国
ベ
倒
樹
剖
引
引
制
州
1
刻
刻
剣
何
割
淵
剖
U
出
制
矧
州
刈
捌
司

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
た
。
感
情
を
も
っ
者
、
感

情
の
対
象
者
、
怪
異
体
験
者
の
関
係
性
と
、
怪
異
現
象
の
因
果
関
係
を
人

物
以
外
の
視
点
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
直
接
分
類
よ
り
物
語

構
成
が
や
や
複
雑
な
印
象
を
抱
く
。

特
殊
分
類
の
物
語
は
、
感
情
の
対
象
や
登
場
人
物
同
士
の
関
係
が
暖
昧

で
、
他
分
類
の
篇
と
比
較
し
て
感
情
と
怪
異
現
象
の
関
係
性
が
希
薄
で
あ

る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
感
情
を
も
つ
も
の
が
受
動
的
に
怪
異
体

験
を
し
て
い
る
、
感
情
の
対
象
が
不
明
で
あ
る
な
ど
の
点
に
お
い
て
も
、

直
接
・
間
接
分
類
と
全
く
異
な
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

観
点
②
(
二
)
執
着

怪
異
的
存
在
の
執
着
の
対
象
を
考
察
し
た
結
果
、
執
着
の
対
象
は
人
間

で
あ
る
場
合
が
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
執
着
の
対
象
が
人
間
以
外
で

あ
っ
た
の
は
、
④
「
夢
応
の
鯉
魚
」
、
⑤
「
仏
法
僧
」
、
⑨
「
貧
福
論
」
の

三
篇
で
あ
り
、
こ
の
三
篇
は
、
観
点
②
(
ご
で
特
殊
分
類
と
し
た
物
語

と
一
致
す
る
た
め
、
執
着
の
対
象
が
人
間
で
は
な
い
こ
と
が
、
特
殊
分
類

の
個
性
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
篇
一
は
特
殊
分
類
の
特

徴
と
同
じ
く
、
執
着
と
怪
異
現
象
の
因
果
関
係
が
他
篇
と
比
べ
弱
い
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
人
間
に
執
着
し
て
い
る
物
語
の
篇
と
比
較

す
る
と
、
①
対
象
に
執
着
す
る
理
由
が
本
文
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
、
②

本
文
の
記
述
か
ら
、
対
象
に
対
し
て
強
い
感
情
を
抱
い
て
い
る
印
象
を
受

け
な
い
、
③
執
着
し
て
い
る
対
象
か
ら
受
け
る
影
響
が
少
な
く
、
一
方
的
・

単
調
に
物
語
が
進
行
す
る
な
ど
の
相
違
点
が
あ
る
。

観
点
②
(
三
)
因
果
と
偶
発

物
語
各
篇
の
執
着
対
象
を
考
察
し
て
み
る
と
、
対
象
に
対
し
て
強
い
感

情
を
抱
い
て
お
ら
ず
、
感
情
が
原
因
で
怪
異
現
象
が
発
生
し
た
可
能
性
が

低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
物
語
が
見
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な

篇
で
は
、
作
中
の
登
場
人
物
な
ら
ば
誰
に
で
も
怪
異
現
象
が
起
こ
り
う
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
池
田
弥
三
郎
氏
の
意
見

(
注
二
)
か
ら
物
語
中
の
人
物
関
係
、
怪
異
的
存
在
が
出
現
し
た
場
所
と

い
う
二
つ
の
観
点
を
得
て
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
怪
異
現
象
と
人
物
関
係

の
因
果
関
係
が
強
い
物
語
は
、
観
点
②
(
一
)
で
直
接
分
類
と
し
た
篇
と

一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
怪
異
的
存
在
が
出
現
し
た
場
所
の
観

点
か
ら
因
果
関
係
を
考
察
す
る
。
場
所
的
な
因
果
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
根
拠
と
し
て
、
埋
葬
地
や
霊
場
な
ど
、
怪
異
的
存
在
が
特
別
な
思
い

を
抱
く
場
所
で
あ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
怪
異
現
象

と
場
所
的
な
因
果
関
係
が
強
い
物
語
は
、
③
「
浅
茅
が
宿
」
を
除
い
て
、

に
lu--4 



間
接
分
類
、
若
し
く
は
特
殊
分
類
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し

か
し
、
特
殊
分
類
の
一
つ
で
あ
る
⑨
「
貧
福
論
」
の
み
は
、
人
物
関
係
的

因
果
関
係
、
場
所
的
因
果
関
係
共
に
強
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
怪
異
現
象
と
主
人
公
が
黄
金
に
敬
意
を
払
っ
て
大
切
に
し

て
い
た
と
い
う
人
物
像
の
因
果
関
係
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
ま
と
め
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
重
複
し
て
該
当
し
て
い
る
も
の
は
複
数

の
因
果
関
係
が
強
い
と
考
え
る
。

人
物
関
係
的
因
果
関
係
が
強
い
物
語

②
「
菊
花
の
約
」
、
③
「
浅
茅
が
宿
」
、
⑥
「
吉
備
津
の
釜
」
、
⑦
「
蛇

性
の
姪
」

場
所
的
因
果
関
係
が
強
い
物
語

①
「
白
峯
」
、
③
「
浅
茅
が
宿
」
、
④
「
夢
応
の
鯉
魚
」
、
⑤
「
仏
法
僧
」
、

③
「
青
頭
巾
」

人
物
像
的
因
果
関
係
が
強
い
物
語

④
「
夢
応
の
鯉
魚
」
、
⑨
「
貧
福
論
」

以
上
の
点
か
ら
、
人
物
的
因
果
関
係
が
弱
く
誰
に
で
も
偶
発
的
に
起
こ

り
ゃ
す
い
よ
う
に
見
え
る
怪
異
現
象
に
は
、
場
所
的
因
果
関
係
や
人
物
像

的
因
果
関
係
が
強
く
関
係
し
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
殊

分
類
の
物
語
に
対
し
て
感
じ
た
暖
昧
さ
の
原
因
の
一
つ
に
、
怪
異
現
象
が

誰
に
で
も
偶
発
的
に
起
こ
り
ゃ
す
い
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

観
点
③
怪
異
現
象
の
内
容

『
雨
月
物
証
巴
で
は
、
人
間
と
怪
異
的
存
在
の
議
論
や
、
異
界
の
者
と

の
遭
遇
な
ど
の
、
怪
異
現
象
が
物
語
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
怪
異
現
象
の
内
容
に
着
目
し
て
、
各
篇
を
比
較
し
ま
と
め
る
以
下
の
よ

う
に
な
り
、
よ
く
似
た
怪
異
現
象
が
起
こ
る
物
語
が
連
続
し
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

①
白
峯

②
菊
花
の
約

③
浅
茅
が
宿

④
夢
応
の
鯉
魚

⑤
仏
法
僧

⑥
吉
備
津
の
釜

⑦
蛇
性
の
姪

③
青
頭
巾

⑨
貧
福
論

議
論
再
会
の
約
束
を
果
た
す

再
会
の
約
束
を
果
た
す

異
界
の
者
へ
の
変
身

異
界
の
者
と
の
遭
遇

男
を
呪
い
殺
す

男
に
と
り
濃
く

議
論
議
論

P
0
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怪
異
現
象
の
連
関
性
に
つ
い
て
高
田
衛
氏
は
、
『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
7
8

英
草
子
西
山
物
語
雨
月
物
語
春
雨
物
語
』
(
注
三
)

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
、
高
田
氏
の
「
連
環
」
研
究
を
図
で
表
す

と
、
次
の
図
・
一
の
よ
う
に
な
る
。
↓
図
・
一
参
照

『
雨
月
物
語
』
は
先
行
作
品
と
は
ま
た
違
っ
た
独
自
な
世
界
を
創
り
上

げ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
独
自
性
は
具
体
的
に
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。



そ
れ
は
、
『
雨
月
物
語
』
九
編
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
世
界
の
、
異
様

な
幻
妖
性
と
し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
雨
月
物
語
』
各
編
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
、
独
立
し
た
短
編
で
あ
っ
た
。
同

時
に
こ
の
九
編
の
連
関
性
が
、
各
編
の
独
立
性
を
超
え
て
『
雨
月
物
語
』

と
い
う
全
体
的
な
独
自
な
文
学
世
界
を
織
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
(
頁
6
0
3
1
6
0
4
)

高
田
氏
は
、
『
雨
月
物
到
巴
は
九
篇
一
の
姐
編
小
説
を
集
め
た
作
品
で
あ

る
剖
剛
附
叫
可
制
劇
州
朝
日
刻
刈
寸
寸
制
調
瑚
附
欄
創
は
矧
斗
寸
剖
割
1
J掴

制
剖
料
出
伺
副
司
刻
刻
出
制
刻
刻
川
刻
叶
|
本
研
究
で
は
高
田
氏
の
「
連
環
」

研
究
に
沿
っ
て
考
察
を
行
う
の
で
、
九
篇
の
物
語
は
記
載
さ
れ
て
い
る
順

番
通
り
に
書
か
れ
た
と
考
え
る
。

さ
ら
に
こ
こ
で
、
①
直
接
・
間
接
・
特
殊
、
②
執
着
の
対
象
、
③
因
果

と
偶
発
の
三
つ
観
点
に
基
づ
い
て
分
類
し
た
項
目
を
ま
と
め
、
高
田
氏
の

「
連
環
」
構
想
に
沿
っ
て
図
で
表
す
と
、
次
の
図
・
こ
の
よ
う
に
な
る
。
図
・

ゴ
州
引
1
封
劇
剣
矧
剛
封
可
制
樹
パ
制
淵
剣
類
同
封
州
制
調
州
閥
引
創
刊

闘
倒
刻
謝
刻
刻
斗
叶
川
刻
出
朝
日
刻
刻
司
副
州
司
剖
刻
d

↓

図

・

二

参
照高

田
氏
の
「
連
環
」
構
成
(
図
・
こ
は
九
つ
の
篇
が
等
し
い
強
さ
で

関
連
し
合
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
独
自
の
分
類
項
目
か
ら
作
成
し
た
「
連

環
」
構
成
(
図
・
二
)
は
九
つ
の
篇
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

グ
ル
ー
プ
内
で
は
強
く
関
連
し
合
っ
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
関
連

は
弱
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
つ
の
「
連
環
」
構
成

を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
次
の
図
・
三
の
よ
う
に
な
る
。

参
照図
・
三
の
白
色
領
域
は
高
田
氏
の
「
連
環
」
構
成
の
み
に
関
連
が
見
ら

れ
る
こ
と
を
表
し
、
黒
色
領
域
は
高
田
氏
の
「
連
環
」
構
成
と
独
自
の
項

目
か
ら
作
成
し
た
「
連
環
」
構
成
の
両
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
関
連

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
黒
色
領
域
に
は
二
種
類
の
関
連
が
見

ら
れ
る
た
め
、
白
色
領
域
と
比
較
し
て
強
い
関
連
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
凶
』
州
剖
川
料
引
」
同
国
周

q↓
週
瑚
H
酬
矧
叫
可
制
崩
剖
倒

の
観
点
か
ら
考
察
し
分
類
し
た
項
目
を
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

物
語
同
士
の
関
連
の
強
さ
を
加
え
て
考
察
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

図
・
三

円

i-ーム



「死者・生者の意思疎通J

「異界との繋がり j

「思いがけない遭遇」

図
・
一
高
田
氏
の

「
連
環
」
研
究

(
図
示
)

図
・
二
分
類
項
目
の

ま
と
め
(
「
連
環
」
図
示
)

※直接=怪異体験者に怪異の原因あり 間接=怪異体験者に怪異の原因なし

※人物=怪異と人物関係的因果が強い 場所=怪異と場所的因果が強い

人物像=怪異と人物像的因果が強い

-強い意志無し

・執着対象が

人間ではない

oo 
--ム



図
・
三

二
つ
の
「
連
環
」
構
成
と
関
連
の
強
さ

※直接=怪異体験者に怪異の原因あり

間接=怪異体験者に怪異の原因なし

※人物=怪異の人物関係的因果が強い

場所=怪異の場所的因果が強い

人物像=怪異と人物像的因果が強い

n
u
d
 

t
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2
、
物
語
各
篇
の
流
れ

次
に
、
登
場
人
物
の
感
情
の
変
化
に
着
目
し
て
物
語
各
篇
の
流
れ
を
ま

と
め
、
構
成
の
意
図
を
探
る
。

感
情
の
変
化

感
情
変
化
の
考
察
は
、
感
情
を
も
っ
者
・
感
情
の
対
象
者
・
怪
異
体
験

者
を
対
象
と
す
る
。
登
場
人
物
ご
と
に
テ
ク
ス
ト
の
本
文
に
沿
っ
て
感
情

の
変
化
を
追
い
、
感
情
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
本
文
を
根
拠
と
し
て

挙
げ
、
変
化
し
た
感
情
を
単
語
、
ま
た
は
短
文
で
表
し
一
覧
表
を
作
成
す

る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
登
場
人
物
の
感
情
の
変
化
の
み
に
着
目
し
、
感
情

を
抱
い
て
い
る
対
象
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
い
。
例
え
ば
あ
る
登
場
人
物

が
A
と
い
う
人
物
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
と
す
る
。
し
か
し
物
語
が
進
み
、

B
と
い
う
人
物
に
対
し
て
憎
し
み
の
感
情
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、

登
場
人
物
の
感
情
は
好
意
↓
憎
し
み
と
変
化
し
た
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に

感
情
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
本
文
に
記
述
が

無
い
場
合
、
登
場
人
物
の
動
作
を
参
照
す
る
。
各
篇
の
登
場
人
物
の
感
情

変
化
を
一
覧
に
し
た
例
を
挙
げ
る
と
次
の
表
・
こ
の
よ
う
に
な
る
。

表
感
情
を

も
つ
も
の

勝
四
郎

呂

木

「
浅
茅
が
宿
」

主
な
登
場
人
物
の
感
情
の
変
化

感
情
の
内
容
と
本
文
根
拠

ハU
円

L

イ
、
無
念
↓
ロ
、
喜
び
↓
ハ
、
意
気
込
む
↓
ニ
、
心
配

↓
ホ
、
落
胆
↓
ヘ
、
好
意
に
甘
え
る
↓
ト
、
自
責
↓
チ
、

嬉
し
が
る
↓
リ
、
期
待
↓
ヌ
、
動
転
・
喜
び
↓
ル
、
驚

き
呆
れ
る
↓
ヲ
、
悲
し
が
る
↓
ワ
、
恐
ろ
し
い
、
慕
わ

し
い
↓
カ
、
悲
し
が
る
↓
ヨ
、
情
け
な
く
思
う
↓
夕
、

喜
び
↓
レ
、
感
謝
す
る
↓
ソ
、
傷
心

ッ
、
気
に
か
け
る
↓
レ
、
心
細
い
、
別
れ
が
辛
い
↓
ナ
、

不
安
↓
ラ
、
怨
め
し
い
、
悲
し
い
、
落
胆
↓
ム
、
恐
ろ

し
い
↓
ウ
、
怨
め
し
い
、
悲
し
い
、
喜
び

※
本
文
根
拠
は
省
略
と
す
る

物
語
各
篇
の
、
、
王
な
登
場
人
物
の
感
情
の
変
化
を
表
し
た
表
を
比
較
し

考
察
す
る
と
、
物
語
に
よ
っ
て
感
情
が
変
化
す
る
回
数
に
大
き
な
違
い
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
⑦
「
蛇
性
の
姪
」
で
は
、
怪
異
体
験
者
で
あ

る
豊
雄
に
は
二

O
回
の
感
情
の
変
化
が
見
ら
れ
、
怪
異
的
存
在
で
あ
る
真

女
児
に
は
十
一
回
の
感
情
の
変
化
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
⑨
「
貧
福
論
」

で
は
、
怪
異
体
験
者
で
あ
る
阿
佐
内
に
は
五
回
、
怪
異
的
存
在
で
あ
る
金

貨
の
精
霊
に
は
二
回
の
感
情
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。



次
に
、
一
篇
の
物
語
を
通
し
て
登
場
人
物
が
抱
く
感
情
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
か
詳
し
く
考
察
す
る
た
め
、
作
成
し
た
表
を
基
に
グ
ラ
フ

を
作
成
す
る
。
グ
ラ
フ
作
成
に
あ
た
っ
て
い
く
つ
か
の
条
件
を
設
け
、
条

件
に
基
づ
い
て
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
例
を
挙
げ
る
と
次
の
図
・
四
の
よ
う

に
な
る
。

※
使
用
し
た
グ
ラ
フ
作
成
条
件

-
グ
ラ
フ
は
縦
軸
を
感
情
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
、
横
軸
を
物
語
の
流
れ
(
時
間
軸
)
と
し
、
グ
ラ
フ
下
部
に
物
語
中
の
出
来
事
を
示
す
。

感
情
の
内
容
に
つ
い
て

・
喜
び
・
好
意
な
ど
の
感
情
を
プ
ラ
ス
(
左
上
が
り
)
、
悲
し
み
・
怒
り
な
ど
の
感
情
を
マ
イ
ナ
ス
(
左
下
が
り
)
と
す
る
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
は
プ
ラ
ス
、

マ
イ
ナ
ス
が
明
ら
か
な
感
情
を
中
心
と
し
て
作
成
し
、
判
断
し
か
ね
る
感
情
(
仇
打
ち
を
誓
う
、
好
意
に
甘
え
る
、
自
ら
を
戒
め
る
、
な
ど
)
は
、

グ
ラ
フ
の
縦
軸
で
あ
る
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
に
は
反
映
さ
せ
な
い
。

グ
ラ
フ
の
時
間
軸
に
つ
い
て

・
こ
こ
で
は
変
化
の
内
容
や
大
き
さ
に
つ
い
て
調
べ
る
の
で
、

お
お
よ
そ
の
時
間
軸
で
考
え
る
。

感
情
の
大
き
さ
に
つ
い
て

・
感
情
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
を
表
す
縦
軸
に
は
、
上
か
ら
、
+
M
、
+
て

1
4
、
l
m
の
数
値
を
振
る
。
感
情
が
プ
ラ
ス
の
最
大
で
あ
る
十
M
に

な
る
た
め
に
は
、
本
文
中
に
、
強
調
表
現
が
見
ら
れ
る
、
涙
を
流
す
描
写
が
あ
る
、
上
記
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ス
の
最
大
で
あ
る
l
N
に
な
る
た
め
に
は
、
本
文
中
に
、
強
調
表
現
が
見
ら
れ
る
、
涙
を
流
す
描
写
が
あ
る
、
生
命
に
関
わ
っ
て
い
る
、
上
記

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
、
特
に
強
調
さ
れ
て
い
な
い
本
文
で
の
感
情
の
変
化
は
、
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
と
も
に

4

と
す
る
。

・
変
化
は
、
グ
ラ
フ
の
現
在
値
を
考
慮
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
例
え
ば
、

1
4
の
感
情
と
な
っ
て
い
る
時
に
、
+
M
の
感
情
変
化
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
本
文
が
出
て
き
た
場
合
、
グ
ラ
フ
の
値
は
エ
で
は
な
く
+
N
に
な
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、

1
4
の
感
情
を
示
す
文
が
続
け
て
登
場
し
て
い
る

場
合
、
グ
ラ
フ
の
値
は
時
間
軸
と
並
行
に
し
て
表
す
こ
と
と
す
る
。

τ
lムつ中



図
・
四

登
場
人
物
の
感
情
の
変
化
(
浅
茅
が
宿
)

十

N 

+
同
感
情
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

ト・占

グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
過
程
で
感
情
を
表
す
矢
印
の
数
や
、
感
情
の
大
き

さ
を
客
観
的
に
表
す
方
法
な
ど
多
く
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
利
明
矧

む〈コ

困

勝
四
郎
が
京
で
商
い
を
す
る
こ
と
に
な
る

戦
が
起
こ
る

勝
四
郎
は
帰
郷
を
諦
め
、
京
で
暮
ら
す

宮
木
死
亡

勝 勝 勝 を家勝
四 四 四

期待す の 四
良R 郎 郎と

灯郎
り

老
木呂 宮木

るが世
人 灯の
か 死

亡
っ傍

ら 亡 てさ

宮木
霊 いを

メ3K
) 

た 憂
てコ カ宝 のい

てコ
再~ 、

て長蝿をしミ

て

聞く 宮E霊
存

q
L
 
つω

で
は
感
情
は
登
場
人
物
と
関
わ
り
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た

刷
1
劉
割
引
リ
司
劇
伺
列
引
升
刻
刷
川
刻
引
出
剖
利
引
d



作
成
し
た
物
語
各
篇
の
感
情
グ
ラ
フ
か
ら
、
九
篇
の
物
語
を
通
し
て
、

死
者
・
ま
た
は
物
語
中
で
死
者
と
な
る
怪
異
的
存
在
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
感

情
を
抱
い
て
い
る
期
間
が
長
い
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
感
情
を
変
化
さ

せ
る
回
数
も
少
な
く
、
生
者
で
あ
る
怪
異
体
験
者
の
方
が
、
よ
り
豊
か
に

感
情
を
変
化
さ
せ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
こ
こ
で

も
、
特
殊
分
類
の
物
語
は
こ
れ
ら
の
共
通
点
に
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
『
雨

月
物
語
』
作
中
で
の
特
異
性
を
さ
ら
に
強
め
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
連
環
」
論
と
の
関
係

作
成
し
た
グ
ラ
フ
を
用
い
て
、
物
語
終
盤
の
感
情
の
変
化
と
そ
れ
に
伴

う
物
語
終
末
の
印
象
を
考
察
し
、
さ
ら
に
物
語
の
終
末
は
次
篇
の
物
語
に

ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
、
「
連
環
」
論
と
関
連
さ
せ

て
考
察
し
て
い
く
。

グ
ラ
フ
上
の
感
情
変
化
の
幅
に
着
目
し
た
結
果
、
物
語
終
盤
で
一
度
感

情
が
大
き
く
プ
ラ
ス
の
値
に
変
化
し
て
か
ら
一
気
に
マ
イ
ナ
ス
の
値
へ
変

化
す
る
人
物
が
い
る
物
語
が
あ
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

③
「
浅
茅
が
宿
」
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
勝
四
郎
が
既
に
死
亡
し
て
い
る

と
諦
め
て
い
た
妻
に
思
い
が
け
ず
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
喜
び
の
涙
を
流

す
が
、
翌
朝
に
そ
れ
は
亡
霊
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
て
ひ
ど
く
悲
し
み

嘆
く
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
勝
四
郎
が
妻
の
亡
霊
に
会
わ
な

け
れ
ば
、
そ
の
悲
し
み
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
深
く
な
ら
な
か
っ
た
と
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
一
度
登
場
人
物
の
感
情
を
プ
ラ
ス
値

に
す
る
こ
と
で
、
読
者
に
物
語
の
結
末
が
良
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
せ

る
。
し
か
し
同
時
に
、
も
の
寂
し
い
情
景
描
写
や
怪
異
的
存
在
が
も
っ
強

す
ぎ
る
魅
力
は
、
話
が
上
手
く
出
来
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
違
和
感
を
抱
か

せ
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
物
語
が
大
き
く
展
開
し
た
時
、
登
場
人
物
の

感
情
は
一
気
に
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
り
、
物
語
終
末
の
哀
れ
な
印
象
を
一
層

引
き
立
て
る
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
読
者
の
違
和
感
は
不
気
味
さ

へ
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
物
語
は
五
篇

あ
り
、
①
「
白
峯
」
以
外
は
直
接
分
類
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物

語
構
成
も
、
直
接
分
類
の
物
語
に
感
じ
る
強
い
感
情
や
、
執
着
の
裏
付
け

る
判
断
材
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
四
篇
は
、
物
語
終
盤
の
感
情
の
値
が
プ
ラ
ス
へ
変
化
し
て
い

た
り
、
大
き
く
マ
イ
ナ
ス
へ
と
変
化
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
物
語
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
物
語
終
末
の
印
象
は
、
哀
れ
さ
や
不
気
味
さ
よ
り
も
、
不

思
議
さ
が
際
立
つ
も
の
が
多
く
、
前
者
の
物
語
終
末
と
は
全
く
異
な
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
四
篇
は
い
ず
れ
も
間
接

分
類
か
特
殊
分
類
に
属
し
て
お
り
、
物
語
の
終
末
と
い
う
観
点
か
ら
み
て

も
分
類
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
に
、
物
語
終
末
が
次
篇
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、

物
語
終
末
が
次
篇
の
内
容
や
登
場
人
物
を
連
想
さ
せ
て
い
る
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
次
篇
と
繋
が
る
要
素
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

点
に
お
い
て
、
「
連
環
」
論
と
性
質
が
似
通
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
物
語
終
末
の
印
象
と
、
物
語
の
終
末
に
よ
る
繋
が
り
を
「
連
環
」

図
で
表
し
て
み
る
と
、
次
の
図
・
五
の
よ
う
に
な
る
。

図
・
五
参
照



※黒色領域 プラスからマイナスへの大きな変化有り

※白色領域 プラスへの変化有り、またはマイナスへの大きな変化なし

図
・
五
物
語
終
末
の
印
象
と
、

終
末
に
よ
る
繋
が
り

「
連
環
」

図
示
)

夜の恐ろしさを印象付ける
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図
・
五
か
ら
、
物
語
の
終
末
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
『
雨
月
物
語
』
の
「
連

環
」
的
な
構
成
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
雨
月
物
語
』

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
登
場
人
物
の
複
雑
な
感
情
は
、
物
語
終
末
の
印
象

に
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
終
末
は
、
次
篇
の
導
入
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
聞
の
繋
が
り
を
強
め
る
効
果
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
察
す
る
。
こ
こ
で
、
高
田
氏
の
「
連
環
」
構
成
(
図
・
ご

と
、
独
自
の
分
類
項
目
か
ら
作
成
し
た
「
連
環
」
構
成
(
図
・
二
)
の
考

え
を
用
い
る
と
、
九
篇
が
等
し
い
強
さ
で
関
連
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
終
末
に
よ
る
繋
が
り
は
高
田
氏
の
「
連
環
」
構
成
を
、
九
篇
を
グ
ル
ー

プ
化
し
繋
が
り
を
強
め
る
と
い
う
点
で
、
終
末
の
印
象
は
独
自
の
分
類
項

目
か
ら
作
成
し
た
「
連
環
」
構
成
を
そ
れ
ぞ
れ
強
め
る
判
断
材
料
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

3
、
作
者
が
作
品
に
与
え
た
影
響

最
後
に
、
魅
力
的
な
登
場
人
物
を
生
み
出
し
た
作
者
・
上
回
秋
成
の
人

物
像
と
、
秋
成
の
人
物
像
が
『
雨
月
物
語
』
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考

察
を
行
う
。

重
友
毅
氏
は
、
『
雨
月
物
語
』
に
登
場
す
る
多
種
多
様
な
怪
異
的
存
在

は
、
秋
成
が
不
可
思
議
な
存
在
を
強
く
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
影
響
が
あ

る
と
、
『
日
本
古
典
全
書
上
回
秋
成
集
』
(
注
四
)
で
述
べ
て
い
る
。
ま

た
彼
は
、
不
遇
の
経
験
を
経
て
、
反
抗
的
な
性
格
や
、
社
会
に
対
す
る
孤

独
感
や
疎
外
感
を
形
成
し
た
。
そ
の
こ
と
が
『
雨
月
物
語
』
各
篇
の
終
末

か
ら
感
じ
ら
れ
る
哀
し
さ
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。

さ
ら
に
、
彼
の
本
質
は
純
粋
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
、
登
場
人
物
が
抱
く

強
い
感
情
と
な
っ
て
『
雨
月
物
語
』
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
『
雨

月
物
語
』
に
は
多
く
の
出
典
や
引
用
が
あ
り
、
秋
成
の
知
識
が
豊
か
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
雨
月
物
語
』
を
「
連
環
」
・
人
物
像
・
感
情
の
三
つ
の
観
点
か

ら
考
察
し
た
結
果
、
長
年
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
る
『
雨
月
物
語
』

に
は
、
「
連
環
」
構
成
の
秘
密
や
、
様
々
な
感
情
を
抱
き
複
雑
に
変
化
さ

せ
あ
う
登
場
人
物
な
ど
、
多
く
の
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
物
語
構
成
や
、
多
種
多
様
な
怪
異
的
存
在
、
生
々
し
く
負
の

感
情
を
抱
く
登
場
人
物
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
作
者
・
上
田
秋
成

の
生
い
立
ち
ゃ
人
間
関
係
、
豊
富
な
知
識
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
察

し
た
。今
回
の
考
察
を
通
し
て
「
雨
月
物
語
』
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
物
語
の
世
界
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
感

情
の
研
究
を
始
め
と
し
て
根
拠
が
薄
く
主
観
的
に
な
っ
た
部
分
も
多
く

あ
っ
た
た
め
、
今
後
も
多
く
の
先
行
研
究
や
書
物
か
ら
知
識
を
得
て
、
豊

か
に
古
典
文
学
の
世
界
を
読
み
解
く
力
を
身
に
つ
け
た
い
。
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